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P218a ALMA 3バンド観測で明らかにする原始星DG Tauまわりの若い円盤でのダ
スト濃集と惑星形成の初期条件
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近年、ALMA望遠鏡の高解像度観測によって原始惑星系円盤で様々な構造が発見されている。これらの構造や
惑星の形成メカニズムを探る上でも、構造形成が進んでいない、若い円盤の詳細な観測が重要となる。そこで本
講演ではDG Tauに付随する原始惑星系円盤のALMA 3 バンド (0.87, 1.3, and 3.1 mm)観測の解析結果を報告
する。1.3 mmダスト連続波の高分解能観測（∼ 5 au）では、円盤の輝度分布は全体的には極めて軸対称で、か
つ動径方向に概ね滑らかであることを再確認した（百瀬ほか: 日本天文学会 2016年秋季年会）。
散乱を考慮した Spectral Energy Distribution (SED)のフィッティングと RADMC3Dを用いた輻射輸送計算

の結果、円盤の内側では 3.1 mmのダスト連続波でも光学的に厚く (τ > 1)、非常に高い柱密度 (Σd ≳ 10 g cm−2)
であった。そのため円盤を重力的に安定に保つためにはダスト濃集が進んでいることが示唆される。またダスト
サイズは円盤内側 (≲ 40 au)でおよそ 100 µmなのに対し、外側 (≳ 40 au)では 3 mm以上に成長していること
が見積もられた。ダストサイズが変化する場所は COスノーラインと一致し、ダスト組成の変化に関係している
可能性が示唆される。また軸対称な円盤構造からダストは中央面によく沈殿していることも明らかになり、弱い
乱流強度 (α ≲ 3× 10−5)であることがわかった。講演では、これらの条件（ダスト濃集、100 µmダスト、弱い
乱流）が惑星形成を開始する初期条件である可能性を議論する。


